
「新工法」「新工法」で手軽に耐震補強しませんか？
　旧耐震基準の木造住宅は、大地震が発生すると倒壊する可能性が高いです。住宅
の耐震性を確認し、大地震に備えましょう。

「でも、耐震補強はお金がかかるし、工事も長いんじゃないの？」
と思っているそこのあなた！「新工法」を使えば大丈夫です！

まずは耐震改修相談を受けてみようまずは耐震改修相談を受けてみよう

と　き 　毎月第 2 月～金　午前 10 時～午後 4 時
ところ 　建築住宅課
対　象 　昭和 56 年以前に建てられた住宅に住んでいる方
費　用 　無料

申し込み 　前日までに、直接または電話で建築住宅課へ。

設計・工事費 補助金 費用

従来の工法 240万円 － 120万円 ＝ 120万円（工期：約２カ月）

新工法 112万円 － 84万円 ＝ 28 万円（工期：約２週間）

構造用合板を入れるだけだから、工事に伴う騒音や
ほこりも少ない！

昭和 56年以前の木造住宅に住んでいる方へ

従来の工法では
既存の床や天井を解体して

新しい壁や筋交いを取り付け

新工法では
構造用合板で床～天井を

補強、解体はしません

つまり、

安くて早い !

　工事費や補助金について相談できます。
耐震診断は

こちらから

建築住宅課　  66-1133

例えば…

※金額・工期は建物ごとに異なります。
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